
  
    

DREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUE    
✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        

●日本の家族の救いのた

めに 

●各スモールグループのオ

イコス伝導のために 

●入門者クラスのために 

（田中兄、亜津子姉、彩

沙姉） 

●英語部の働きのために 

●小さな子供を持つお母

さん方のクラスのため 

●堀田兄弟の神学校での

学びのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの網膜芽細胞腫、植木

ケン兄の糖尿病、神崎先

生の目、倉田一徳さんの

脳腫瘍、新井雅之兄の

癌、夕紀子姉の緑内障、

中村裕二先生の直腸

癌、以津子姉、Kahoku さ

ん 
        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccdw@hotmail.co.jp 

発行人： 鶴田健次 

編集人： 松岡みどり 
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       ■■ 愛愛愛愛はははは神神神神からからからから出出出出たものたものたものたもの    ■■        
 

  明治時代に、二葉亭四迷という有名な作家がいまし

た。翻訳家でもあった彼が、ツルゲーネフの翻訳の際

に、「アイ・ラヴ・ユウ」というフレーズの適切な訳が思い

つかず、悩みに悩んだすえ、「あなたのためなら、死んで

もいい」と訳したという有名なエピソードがあります。「あ

なたのためなら、死んでもいい」 これはまさに、神の愛

を表すアガペーの愛に似ています。神の愛は、愛する者

のために命をも捨てる愛です。では、第一ヨハネ 4 章 7

－12 節から、愛について学びたいと思います。 

  ①①①①    愛愛愛愛はははは神神神神からからからから出出出出たものたものたものたもの        

  なぜ、人は愛されることを求めるのでしょう。第一ヨハ

ネ 4 章 7－8 節では、それは神が愛だからだと教えてい

ます。人間は神に愛されるべき存在として造られました。

もし神がいないなら、人間は偶然に存在していることにな

り、愛される理由も愛する理由もありません。もし神がい

ないなら、人は偶然に生まれ、死んでいくわけなので、人

は愛がなくても生きていける筈です。しかし、現実はそう

ではありません。人は愛されなければ生きていけないの

です。人間は愛されなければ、心が傷つき、心が病んで

きます。人間は愛を求める存在で、そのことがまさに人

は神によって造られた存在であることを指し示していま

す。愛は神から出ているものだからです。 

  ②②②②    神神神神のののの愛愛愛愛はははは惜惜惜惜しみなくしみなくしみなくしみなく与与与与えるえるえるえる愛愛愛愛    

  「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し」

て下さったとあります。つまり、神を知らず、自分勝手に

生きてきた私たちを救うために、私たちの罪の罰を御子

イエスに負わせようとして、御子を天から遣わされたので

す。ですから、私たちが切に求めている愛、その愛の源

は、まさに御子イエス・キリストが私たちのために命を捨 

  

てて下さった事実にあるのだというのが聖書の主張なの

です。 

  『惜しみなく愛は奪う』という評論を書いた有島武郎

は、純愛の名のもとに、人妻と心中をしてしまいます。自

分たちの愛は純粋なものだと言っても、残された者から

すれば、赦しがたい、身勝手で、自己中心な理屈です。

それに対し、本当の愛、神の愛は、惜しみなく奪って他の

人を不幸にする愛ではなく、惜しみなく与えて人を幸せに

する愛です。自分が満足するために奪う愛ではなく、相

手を満足させるために惜しみなく与える愛、それが神の

愛、アガペーの愛です。 

  イエス・キリストは、永遠の死刑宣告をされた私たち

の罪の身代わりとなって十字架で死んで下さいました。

そして、その事が本当にこの私のためであったということ

を信じる人の罪を赦し、その人に永遠の命を与えることと

されたのです。 

  ③③③③    神神神神のののの愛愛愛愛をををを完成完成完成完成させるさせるさせるさせる責任責任責任責任        

  ヨハネは、もしクリスチャンたちが神からいただく愛を

もって互いに愛し合うなら、その愛し合うクリスチャンたち

の中に神の愛が完成するのであると言っています。そし

て、それを完成させるのは私たちクリスチャンの責任であ

り、それは私たちが互いに愛し合うことによってなされる

のだというのです。 

  神がおられる所には愛があります。神は信じる私たち

の内に宿られ、また神の愛も私たちの中に宿ります。で

すから、もし本物の愛がその人の中にあるなら、神もそ

の人の中におられるということです。そして、そういう人々

は互いに愛し合い、そこに神の愛が完成するのです。 

  時どき、クリスチャンの中にも、「あの人には愛がな

い」などと言う人がいますが、そのような人が考えている

愛は「奪う愛」で「与える愛」ではありません。神の愛は与

える愛です。その愛を私たちも頂き、互いに愛し合いなが

ら神の愛を完成させていきたいものです。 

 
    

●● 神様神様神様神様からからからから離離離離れることはれることはれることはれることは出来出来出来出来ませんませんませんません ●● 
    

瀬古瀬古瀬古瀬古    華子華子華子華子    ●●●●    
 

  神から離れて生きて行くことは出来ない！と本当に思

い、そう言えたのは２０１０年６月７日の事でした。相手は

当時付き合っていた彼です。これまで様々な困難や苦し

み、そして辛いことがありました。しかし神様は私を強くし

てくださいました。 

ミッション系の学校に行っていた事もあり、神様の存在

は漠然とは信じていましたが、はっきりと神様が私の心の

中に存在されたのは、昨年の夏でした。私がジャマイカに

研修で行っている時に、彼は浮気をしていたのです。そ

の当時の私は彼の事しか頭に無く、彼なしでは生きてい

けないと思っていました。彼は浮気のことを隠し、私に別

れてほしいと一方的に言ってきました。そして、ゆっくり時

間をとって話し合おうということになりました。 

その時、洗礼も受けていなかった私が思ったのが「祈

ってみよう」と、祈ることを自然に求めた事でした。そして

彼の気持ちが私の方に変る事、わたしと彼のお互いが相

手のために変る事、そして彼が浮気の事を正直に話し、

心から謝るなら許すこと。この三つの事をひたすら祈り続

けました。神様は私の祈りを聞き入れてくださいました。と

ても頑固だった彼が、とりあえず別れるのはやめようと言

ったのです。しかし私の心の中には浮気の問題が依然と

して残っていました。その様な状況の中で私は日本に一

時帰国をしましたが、日本でもひたすら祈り続けました。 

一ヶ月後、彼は浮気を告白し、私と浮気相手の女性と

の間で迷っている事を正直に話してくれました。しかし、

私は日本からラスベガスに戻る一週間前に体調不良に

なり、ラスベガスに戻れるかどうか分らない状況になりま

した。病院の先生には、精神的な不安定が原因と言われ

ました。彼はこうした状況をみて反省したらしく、相手の女

性と別れ私の元に戻ってきました。もしわたしが祈りの生

活を神様によって示されなかったら、彼と別れ二人を憎

む生活を今でも送っていたと思います。神様の導きによ

って二人を許す気持ちができました。 

 このことが大きな転機となり、入門者クラスを経て、９月

に信仰告白をし、１１月に洗礼の恵みにあずかる事がで 

  

 

きました。しかし私の信仰生活は順調なものではなく、主

を第一とした生活からはほど遠いものでした。しかし今年

に入ってからは、礼拝、祈祷会、聖書勉強、スモールグル

ープにと、時間の許す限り参加しました。私が主を第一と

して生きていこうと決めたのは、OPT でハワイに来る前の

一連の出来事でした。 

 ２月からインターシップの場所は与えられていましたが、

５月に入っても住む場所が決まらず、ハワイに行くのは神

様の御心でなく、別の道があるのかな？という思いも出て

きました。さらに、学校の単位の一つが取得できるかどう

かの問題も浮上してきて、６月にハワイに行くことさえ危う

くなってきました。その直後、ハワイのマキキ教会を通じ

てハワイでの滞在先が与えられ、さらに、心配していた単

位取得問題が皆様の祈りとともに、私自身祈り、主により

頼む心が与えられ無事取得する ことが出来ました。こうし

た事を通して、神様は私のために計画をもっておられ、主

に信頼する事の大切さを教えられました。 

ハワイに来てから、LVJCC 以外の教会に初めて行き

ました。神様は私をマキキ教会に導いてくださり、新たな

兄弟姉妹が与えられ、祝福された教会生活の中で神様

の愛に触れ信仰を高める事ができました。神様が今まで

以上に私の中に住まわれておられるのを実感しました。 

このころから、彼との電話で私達の将来に対する意見の違

いがはっきりしてきました。彼はクリスチャンを認めず、神様をと

るか僕をとるかとの選択を突きつけてきました。以前の私でした

ら迷わず彼を取っていたでしょう。しかし、何を言われても、もう

彼に振り回される事はありませんでした。『神様から離れること

は出来ません！」とはっきり彼に言っていました。それと同時

に、主を第一とする事で心に平安が与えられた瞬間でした。 

私はまだ洗礼を受け７ヶ月の未熟なクリスチャンです

が、ハワイでの OPT の２ヶ月は私にとって、本当に貴重

な時間でした。若いクリスチャンの兄弟姉妹の出会いが、

きっと私の信仰を高めてくれたのだと思います。ハワイに

私を送ってくださった主に本当に感謝の気持ちでいっぱ

いです。８月以降、主は、私にどのようなご計画を用意し

ているか分かりませんが、主を第一とした生活を歩む事

で、きっと素晴らしい物を用意してくれている事でしょう。 

ＬＶＪＣＣの兄弟姉妹のお祈りに心から感謝致します。 
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                        編集室編集室編集室編集室    便便便便りりりり    
 

友人の結婚式があり、ハ

ワイに１週間行った。ホテ

ルのインターネットと私の

PC がうまく繋がらなかった

ので、持って行った仕事は

あきらめるしかなかった。す

ると、バケーションが急に身

近に来て、ハワイのさわや

かな風が心の中にも入っ

て来た。リラックスすること

の充実感を心ゆくまで味

わった１週間だった。これま

で心を占領していたのは、

しなければならない義務

感だろう。確かにしなけれ

ばならないことはたくさんあ

って数えればキリがない。

どれも大切なことでおろそ

かにはできないものだが、

イエス様はマルタに「「どうし

ても必要なことはわずかで

す。いや、一つだけです。」

と仰った。ワイキキの雑路

の中で急にこの御言葉を

思い出し、その瞬間、道

行く大勢の中で、イエス様

と私の二人だけの時間を

過ごした。それは貴重な

体験だった。 

 


